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主
人
公
は
東
京
の
物
理
学
校
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
江
戸
っ
子
気
質
で
血
気
盛
ん

で
無
鉄
砲
な
新
任
教
師
で
あ
る
。
漱
石
が
高
等
師
範
学
校
英
語
嘱
託
と
な
っ
て
赴
任

を
命
ぜ
ら
れ
、
愛
媛
県
尋
常
中
学
校
で
一
八
九
五
年
（
明
治
二
八
年
）
四
月
か
ら
教

鞭
を
と
り
、
一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
年
）
四
月
に
熊
本
の
第
五
高
等
学
校
へ
赴
任

す
る
ま
で
の
体
験
を
下
敷
き
に
、
後
年
書
い
た
小
説
で
あ
る
。
人
物
描
写
が
滑
稽
で
、

わ
ん
ぱ
く
坊
主
の
い
た
ず
ら
あ
り
、
悪
口
雑
言
あ
り
、
暴
力
沙
汰
あ
り
、
痴
情
の
も

つ
れ
あ
り
、
義
理
人
情
あ
り
と
、
他
の
漱
石
作
品
と
比
べ
て
大
衆
的
で
あ
り
、
漱
石

の
小
説
の
中
で
最
も
多
く
の
人
に
愛
読
さ
れ
て
い
る
作
品
で
あ
る
。
親
譲
り
の
無
鉄

砲
で
子
供
の
頃
か
ら
損
ば
か
り
し
て
い
る
坊
っ
ち
ゃ
ん
は
、
父
親
と
死
別
後
、
親
の

残
し
た
遺
産
の
う
ち
兄
か
ら
渡
さ
れ
た
六
〇
〇
円
（
兄
は
同
時
に
清
と
い
う
名
の
下

女
に
与
え
る
よ
う
に
と
五
〇
円
を
渡
し
た
）
を
学
費
に
東
京
の
物
理
学
校
に
入
学
。

卒
業
後
八
日
目
、
母
校
の
校
長
の
誘
い
に
「
行
き
ま
し
ょ
う
と
即
席
に
返
事
を
し
た
」

こ
と
か
ら
四
国
の
旧
制
中
学
校
に
数
学
の
教
師
（
月
給
四
〇
円
）
と
し
て
赴
任
し
た
。 


